
 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 第6号 

田鶴小学校 学校通信 

令和７年 ６月 １１日 

本校５年生は、社会科で水産業を学ぶ一環として、また地域学習

として毎年「ヒラメの稚魚放流」を実施しています。この活動は、

３年前から糸我小学校と初島小学校の５年生との交流学習として

も実施しています。 

ヒラメの稚魚放流（他校との交流②） 【５年】 （5月 28日） 

糸我小学校と初島小学校の 5年生と挨拶を交わした後、自然教室での
交流班ごとに集まりました。 自然教室で共に過ごし仲を深めたメン
バーだけあって、あちこちで笑顔があふれていました。そして、田鶴
小学校から一人ひとりにバケツが手渡されました。 

女ノ浦海岸で、振興局の方や伊藤房次さんから説明していただきま
した。赤帽が田鶴小学校です。 

漁師さんにヒラメの稚魚をバケツにひとりひとり入れてもらいま
した。「かわいい!」と大喜びです。 

「ヒラメの稚魚放流」を行った一週間後、命の尊さについて考

える「命の授業」を実施しました。糸我小学校と初島小学校の５

年生とオンラインで合同学習を行いました。子どもたちはそれぞ

れの学校から、ヒラメの放流で感じたことや、命あるものを育て

るときに必要な思いを意見交換しました。ゲストティーチャーに

伊藤房次さんを迎え、ヒラメの放流に関する詳しいお話や、命に

対する温かい思いを話していただきました。この授業を通して、

子どもたちは命の尊さについて深く考える貴重な機会となりまし

た。 

命の授業 （他校との交流③） 【５年】  （6月４日） 

パッカー車見学 【４年】              （6月３日） 

４年生は、社会科で「ごみの処理と活用」について学習していま

す。ごみ収集の様子や仕事に携わる人の話から、収集する人の苦労

や工夫について知りました。その後、パッカー車にごみ袋を入れる

体験もさせていただきました。 


